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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期累計期間
第66期

第２四半期累計期間
第65期

会計期間
自2012年４月１日
至2012年９月30日

自2013年４月１日
至2013年９月30日

自2012年４月１日
至2013年３月31日

売上高（千円） 7,871,675 8,580,433 16,009,829

経常利益又は経常損失(△)（千

円）
4,828 49,780 △65,962

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△32,011 18,191 △319,605

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 687,749 687,749 687,749

発行済株式総数（株） 1,704,267 1,704,267 1,704,267

純資産額（千円） 3,496,653 3,215,288 3,193,697

総資産額（千円） 9,177,215 8,483,227 9,277,886

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期（当期）純損失
金額（△）（円）

△18.79 10.68 △187.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 10.00 － 10.00

自己資本比率（％） 38.1 37.9 34.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
233,058 △756,585 715,872

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△115,549 △75,995 △259,923

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△294,224 12,727 △373,461

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
667,932 107,282 927,135

　

回次
第65期

第２四半期会計期間
第66期

第２四半期会計期間

会計期間
自2012年７月１日
至2012年９月30日

自2013年７月１日
至2013年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額
（△）（円）

△11.35 23.53

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい
ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。
３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。
４．第65期第２四半期累計期間及び第65期の潜在株式調整後四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四
半期（当期）純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第66期第２四半期累
計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績

　当第２四半期累計期間の業績は、売上高8,580,433千円（対前年同期比9.0％増）、営業利益33,546千円（前年同

四半期は営業損失21,401千円）、経常利益49,780千円（対前年同期比931.0％増）、四半期純利益18,191千円（前

年同四半期は四半期純損失32,011千円）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりです。

　

(電子機能材事業)

　電子機器や電子部品に使用されている材料・部品の表面処理加工を主とする電子機能材事業では、売上高は

2,420,123千円（対前年同期比3.6％増）となりました。パワーエレクトロニクス関連や自動車部品向けでは緩やか

ながらも受注回復の兆しが見えてきましたが、これまで市場を牽引してきたスマートフォンやタブレット端末関連

では厳しい事業環境が続いています。一方で、産業機器向けの新規案件獲得や原価低減への取組みも効果が出つつ

あり、結果としてセグメント利益は27,289千円（前年同四半期はセグメント損失10,673千円）となりました。

　

(電気機能線材事業)

　電線・配線用ケーブル・通信用ケーブルなどの伸線加工を主とする電気機能線材事業では、国内の銅建値が上昇

気味に推移したことに加え太陽光発電関連での受注増加もあり、売上高は6,160,310千円（対前年同期比11.3％

増）となりました。建設・電販や通信向けは回復のテンポも遅く異型線関連も伸び悩むなか、引き続いて原価低減

と経費削減に努め、セグメント利益は22,491千円（対前年同期比45.1％増）となりました。

　

(2）財政状態の分析

　総資産は8,483,227千円となり、前事業年度末に比べ794,659千円減少しました。これは、現金及び預金が

819,853千円、有形固定資産が156,228千円減少したことと、受取手形及び売掛金が150,734千円増加したことなど

によるものです。

　負債合計は5,267,938千円となり、前事業年度末に比べ816,250千円減少しました。これは、主として買掛金が

781,282千円減少したことなどによるものです。

　純資産は3,215,288千円となり、前事業年度末に比べ21,591千円増加しました。これは当第２四半期累計期間の

四半期純利益等を反映したものです。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末に比べて819,853千円減少し、

107,282千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、756,585千円の支出（前年同四半期累計期間は233,058千円の収入）とな

りました。主な収入は税引前四半期純利益46,401千円、減価償却費216,401千円であり、主な支出は仕入債務の減

少781,282千円、売上債権の増加150,734千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出104,258千円や有形固定資産の売却によ

る収入30,000千円などにより75,995千円の支出（前年同四半期累計期間は115,549千円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増額250,000千円の収入や長期借入金の返済による支出

224,960千円などにより12,727千円の収入（前年同四半期累計期間は294,224千円の支出）となりました。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配するものの在り方に関しては重要な事項と認識しており、継続的

に検討をしております。しかしながら、親会社の議決権の所有割合が50％を超えている現状に鑑みて、現時点での

買収防衛策の導入はしておりません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、146,646千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

　当第２四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,345,068

計 5,345,068

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2013年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2013年11月５日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 1,704,267 1,704,267

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株　

　

計
1,704,267 1,704,267 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2013年７月１日～

2013年９月30日
－ 1,704,267 － 687,749 － 826,871
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（６）【大株主の状況】

 2013年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 古河電気工業株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目２番３号 940,567 55.2

 ＦＣＭ従業員持株会 大阪市東成区神路３丁目８番36号 41,567 2.4

 小原　直人 大阪府大東市 40,200 2.4

 小原　登 奈良県生駒郡三郷町 30,133 1.8

 広野　茂 富山県富山市 29,200 1.7

 小原　徹昭 奈良県生駒郡三郷町 24,000 1.4

 川森　晋治 奈良県生駒市 20,300 1.2

 小原　三佳 兵庫県宝塚市 18,700 1.1

 株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 11,600 0.6

 山口　昌志 兵庫県尼崎市 10,000 0.6

計 － 1,166,267 68.4

EDINET提出書類

ＦＣＭ株式会社(E02115)

四半期報告書

 7/19



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 2013年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式　 　 300

　
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,703,300 17,033 同上

単元未満株式
普通株式　　 　667

　
－ －

発行済株式総数       　1,704,267 － －

総株主の議決権 － 17,033 －

　

②【自己株式等】

 2013年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＦＣＭ株式会社
大阪市東成区神路三丁目

８番36号
300 － 300 0.02

計 － 300 － 300 0.02

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2013年７月１日から2013年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2013年４月１日から2013年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について有

限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(2013年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2013年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 927,135 107,282

受取手形及び売掛金 3,861,463 4,012,197

仕掛品 250,868 283,318

原材料及び貯蔵品 273,573 269,780

繰延税金資産 64,470 43,233

その他 23,427 42,288

貸倒引当金 △6,508 △6,746

流動資産合計 5,394,429 4,751,353

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 868,265 827,652

機械及び装置（純額） 766,097 716,232

土地 1,863,981 1,863,981

建設仮勘定 74,811 15,478

その他（純額） 110,990 104,572

有形固定資産合計 3,684,146 3,527,917

無形固定資産 10,818 10,341

投資その他の資産

投資有価証券 21,218 27,095

繰延税金資産 157,772 156,919

その他 29,963 29,957

貸倒引当金 △20,462 △20,357

投資その他の資産合計 188,491 193,615

固定資産合計 3,883,456 3,731,873

資産合計 9,277,886 8,483,227
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（単位：千円）

前事業年度
(2013年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2013年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,214,200 2,432,918

短期借入金 － 250,000

1年内返済予定の長期借入金 379,920 297,920

未払法人税等 7,327 12,294

その他 339,140 249,989

流動負債合計 3,940,589 3,243,121

固定負債

長期借入金 1,724,408 1,581,448

退職給付引当金 360,401 366,973

役員退職慰労引当金 58,790 －

その他 － 76,395

固定負債合計 2,143,599 2,024,816

負債合計 6,084,188 5,267,938

純資産の部

株主資本

資本金 687,749 687,749

資本剰余金 826,871 826,871

利益剰余金 1,682,603 1,700,794

自己株式 △820 △820

株主資本合計 3,196,403 3,214,594

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,705 694

評価・換算差額等合計 △2,705 694

純資産合計 3,193,697 3,215,288

負債純資産合計 9,277,886 8,483,227
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2012年４月１日
　至　2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2013年４月１日
　至　2013年９月30日)

売上高 7,871,675 8,580,433

売上原価 7,262,154 7,925,432

売上総利益 609,521 655,001

販売費及び一般管理費
※ 630,922 ※ 621,454

営業利益又は営業損失（△） △21,401 33,546

営業外収益

受取利息 4 1

受取配当金 470 373

助成金収入 27,252 7,554

スクラップ売却益 6,282 12,429

その他 2,597 4,779

営業外収益合計 36,608 25,137

営業外費用

支払利息 8,261 6,255

売上割引 2,116 1,788

その他 － 859

営業外費用合計 10,378 8,903

経常利益 4,828 49,780

特別利益

固定資産売却益 832 －

特別利益合計 832 －

特別損失

固定資産売却損 4,187 －

固定資産除却損 12,670 3,379

減損損失 27,551 －

特別損失合計 44,409 3,379

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △38,747 46,401

法人税、住民税及び事業税 3,703 7,991

法人税等調整額 △10,439 20,218

法人税等合計 △6,736 28,209

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,011 18,191
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2012年４月１日
　至　2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2013年４月１日
　至　2013年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△38,747 46,401

減価償却費 232,873 216,401

減損損失 27,551 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △47,115 △58,790

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,269 6,572

貸倒引当金の増減額（△は減少） △519 132

受取利息及び受取配当金 △474 △374

支払利息 8,261 6,255

有形固定資産売却損益（△は益） 3,354 －

固定資産除却損 12,670 3,379

売上債権の増減額（△は増加） 304,371 △150,734

たな卸資産の増減額（△は増加） 26,702 △28,655

仕入債務の増減額（△は減少） △227,643 △781,282

その他 △6,803 △6,015

小計 309,749 △746,709

利息及び配当金の受取額 474 374

利息の支払額 △8,246 △6,551

法人税等の支払額 △68,918 △3,699

営業活動によるキャッシュ・フロー 233,058 △756,585

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △623 △606

有形固定資産の取得による支出 △136,570 △104,258

有形固定資産の売却による収入 19,401 30,000

無形固定資産の取得による支出 － △460

その他 2,243 △670

投資活動によるキャッシュ・フロー △115,549 △75,995

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △164,968 △224,960

長期未払金の返済による支出 △4,058 △4,058

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △8,129 △8,129

自己株式の取得による支出 △70 －

配当金の支払額 △16,999 △124

財務活動によるキャッシュ・フロー △294,224 12,727

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △176,715 △819,853

現金及び現金同等物の期首残高 844,648 927,135

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 667,932 ※ 107,282
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【注記事項】

（追加情報）

  役員退職慰労引当金　

　当社は、2013年５月14日開催の取締役会において、2013年６月18日開催の定時株主総会終結の時をもって役員退

職慰労金制度を廃止することを決議するとともに、同株主総会において役員退職慰労金制度の廃止に伴う打切り支

給を決議いたしました。

　これにより、当社は打切り支給に伴う未払額76,395千円（功労加算金を含む）を固定負債の「その他」に含めて

表示しております。

　

EDINET提出書類

ＦＣＭ株式会社(E02115)

四半期報告書

14/19



（四半期損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2012年４月１日
至 2012年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2013年４月１日
至 2013年９月30日）

従業員給与 168,999千円 159,353千円

研究開発費 157,435 146,646

運賃 82,065 85,443

役員報酬 53,582 65,448

退職給付費用 14,977 12,615

役員退職慰労引当金繰入額 5,035 2,157

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

　　　あります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2012年４月１日
至 2012年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2013年４月１日
至 2013年９月30日）

現金及び預金勘定 667,932千円 107,282千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 667,932 107,282

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2012年４月１日　至　2012年９月30日）

１. 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日
配当の原
資　

2012年６月19日

定時株主総会
普通株式 17,039 10.00 2012年３月31日 2012年６月20日 利益剰余金

　

２. 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

2012年10月23日

取締役会
普通株式 17,039 10.00 2012年９月30日 2012年12月３日 利益剰余金　

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2013年４月１日　至　2013年９月30日）

１. 配当金支払額

   該当事項はありません。

 　

２. 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

　るもの

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自2012年４月１日　至2012年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　
電子機能材事業 電気機能線材事業 合計

（千円） （千円） （千円）

売上高 　 　 　 　

（1） 外部顧客への売上高 2,335,758 5,535,916 7,871,675

（2）
セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ －　 －

　 　計 2,335,758 5,535,916 7,871,675

　 セグメント利益又は損失（△） △10,673 15,502 4,828

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期損益計算書の経常利益と一致しております。

２.セグメント利益又は損失（△）には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用

を含んでおります。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽

微であるため各報告セグメントに配賦しております。

　

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　報告セグメントに計上又は配分された減損損失はありません。報告セグメントに配分されていない減損

 　損失は27,551千円であります。　

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自2013年４月１日　至2013年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　
電子機能材事業 電気機能線材事業 合計

（千円） （千円） （千円）

売上高 　 　 　 　

（1） 外部顧客への売上高 2,420,123 6,160,310 8,580,433

（2）
セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － －

　 　計 2,420,123 6,160,310 8,580,433

　 セグメント利益 27,289 22,491 49,780

（注）１.セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の経常利益と一致しております。

２.セグメント利益には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用を含んでおりま

す。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽微であるため各

報告セグメントに配賦しております。

　

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2013年４月１日
至　2013年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）　
△18円79銭 10円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△32,011 18,191

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△32,011 18,191

普通株式の期中平均株式数（株） 1,703,967 1,703,919

　（注）　前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金

　　　　額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株

　　　　当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

２【その他】
　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

2013年11月1日

ＦＣＭ株式会社

取締役会　御中    

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新免　和久　　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　㊞

 　  　 　　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦＣＭ株式会
社の2013年４月１日から2014年３月31日までの第66期事業年度の第２四半期会計期間（2013年７月１日から2013年９月30
日まで）及び第２四半期累計期間（2013年４月１日から2013年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期
貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＣＭ株式会社の2013年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する
第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期
報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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